
 

 

２０１９年ラグビーワールドカップや、２０２０年東京オリンピック・パラリンピック等の国際大会の開催や、大会後

の外国人観光客の増加が予測される中、外国人対応を円滑に行うため、民間サービス会社による電話同時通訳サービス

を用いた「１１９番多言語対応」の運用を開始します。 

 

① 携帯電話若しくは固定電話等から１１９番にかけます。 

② 消防指令センターに電話が繋がります。通信員の日本語が分からなくても電話を切らずに待ってください。 

③ 通報者、消防（通信員）、通訳者と三者通話状態になります。指示に従って返答するなどの行動をとって下さい。 

 

 

１ 運用開始：平成３０年１１月９日 ８：３０～    ２ 対応時間：２４時間３６５日 対応 

多言語通訳イメージ図 

 

  

 

 

 

 

 

電話通訳センターを介した三者間同時通訳による１１９番多言語対応の導入 ＜富士山南東消防本部＞ 

要 旨 

通報手順 

対応できる言語 

英語、中国語、韓国語、ポルトガル語、スペイン語 

１１９番通報時 

３
者
間
で
通
話 

①１１９番通報 

(外国語) 

三者間通話 

②外国語通訳 
依頼 

(日本語) 

④通話内容伝達･確認 
(日本語) 

③通話内容伝達･確認 
(外国語) 

 

現場対応時 

２
者
間
で
通
話 

外国人通報者 

外国人 

外国語 

電話通訳センター 

日本語 

受話器を交互に受け渡し 

消防(救急)隊員 


